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人間関係
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事業所名 マハナの森松戸　児童発達支援 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 『できた！楽しい！をつくり、喜びと笑顔を共有する』

支援方針 集団での楽しい運動療育を中心に個々の特性に合わせた総合的な支援を提供していきます。

営業時間 送迎実施の有無

18支　援　内　容

本
人
支
援

・家庭での日常動作や家庭外（保育園幼稚園等）での様子を保護者から情報を得て、生活する中での色々な事柄への関心から出来る事を増やしていけるように、必要に応じて家庭外
　（保育園幼稚園等）と情報の共有をしながら子供のペースに合わせた支援をしていきます。
・子供の発達状況に合わせたトイレトレーニングの実施や着替え動作の取得等、日常動作の向上を目指します。
・子供の利用時や利用中の体調観察、安全に努めていきます。

・子供を2グループに分けて（年齢等）、（マット、鉄棒、跳び箱）を療育に取り入れた、時にはストーリー性のある運動遊びを提供して、姿勢保持や動作の安定の向上、感覚を養う
　事での日常生活に必要な筋力や感覚を身に着けていけるように支援します。
・子供が楽しく参加できるように、出来た事、頑張った事への誉め言葉、失敗や自信がない様子に対しての励まし等、状況に合わせて対応し、自己肯定感の向上につなげられるよう
　支援します。
・広いスペースや設備（トランポリン各種・サーキット、のびのび走る、）での活動をすることで、心の解放感を図っていきます。

・運動遊びや自由遊びを通して、物の名前や使い方、色、大きさ、、重さ、数の理解ができるように支援します。
・活動に参加しながら、運動、遊び、行動のルールを学べるように個々に工夫をしながら関わっていきます。
・場面に合った行動ができるために、見通しを持って安心出来るように、言葉（事前に行うことの説明や約束）と視覚からの支援をしていきます。
・地域生活につながる集団の中での好ましい行動を身に付けて行けるように関わっていきます。

・発達年齢に合わせた言葉の受容と表出方法（表情、行動、ジェスチャー、言葉等）を用いて、地域生活でのコミュニケー　ションスキルへと繋がるように支援していきます。
・子ども同士が直接思いを伝え合えるように、職員が見守り段階で好ましいやり取りの幅を広げていきます。

・活動を通して人と関わる事の楽しさを知り、信頼関係を築く事で周囲の人とも安定した関係を形成していけるようにしていきます。
・指示に沿って行動する事も社会に適応する必要なスキルとなってくるため、子供のペースに合わせながら、経験の機会を提供します。
・集団の行動から、お友達と関わる楽しさ、順番などの、ルールを知り、思いを伝え話し合える環境を整えていきます。

主な行事等
・季節行事の実施（夏祭り、ハロウィン行事、クリスマス行事、お正月昔遊び、節分行事等）
・災害の対応　防災訓練（消防署ご協力の元避難訓練）

家族支援
子供の発達についての共通理解を深め、地域生活での安心を増やしていけるよ
う報共有をしたり、子育てに不安や心配ごとがあれば都度、特性を考慮した
対応策を共に考えていきます。

移行支援
就学を見据て保護者と面談を行い、就学時の進路決定への助言や心配ごと
への傾聴など、保護者様に寄り添った支援をしていきます。
また必要に応じて知りえる情報提供をしていきます。

地域支援・地域連携
地域生活での困りごとを関係機関と連携し解決する事や、就学に向けた安心を
増やしていけるように、必要に応じて関係機関と連携しサポートしていきま
す。

職員の質の向上
・定期的ミーティング（事例検討等）
・前日の療育の振り替えり（午前中）
・毎週（水）定例ミーティング


